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1
人･まち･自然　　　輝いて 

　伝統文化を次世代へ 
（坂手幼稚園児と坂手百年会によるしめ縄づくり） 

　お正月を前にした12月16日、坂手公民館で坂手幼稚園児と坂手百年会によ

るしめ縄づくりが行われました。お年寄りが縄をねじって作る姿を興味津々の

様子で見つめる園児たち。 

　世代間を超えた交流は、伝統文化を次世代へ継承するために欠かせない大切

な場となっています。 
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
〇
〇
五

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、

町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
本
町
に
と
り
ま
し
て
大
き

な
分
岐
点
の
年
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。「
小
豆
島
は
一
つ
」
と
い
う

理
念
に
基
づ
き
、
２
月
に
行
政

主
導
で
小
豆
３
町
合
併
協
議
会

を
発
足
い
た
し
ま
し
た
が
、
仮

庁
舎
に
対
す
る
解
釈
の
違
い
や

合
併
に
関
す
る
考
え
方
の
ず
れ

な
ど
か
ら
、
７
月
に
は
事
実
上

の
解
散
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
の
少
子
高
齢

化
・
地
方
分
権
社
会
に
お
い
て

は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向

上
し
な
が
ら
、
財
政
状
況
の
改

善
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
合
併
に
関
す

る
認
識
を
共
有
し
て
お
り
ま
す

内
海
、
池
田
両
町
は
、
こ
の
合

併
の
機
会
を
逃
す
こ
と
は
、
将

来
に
禍
根
を
残
す
と
の
判
断
の

も
と
、
８
月
に
２
町
で
の
合
併

協
議
会
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
事
務
作
業
は
順
調
に

進
ん
で
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
、

住
民
説
明
会
を
経
て
、
合
併
協

定
書
の
調
印
後
、
議
会
の
議
決

を
得
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
合
併
期
日
の
平

成
18
年
３
月
21
日
に
向
け
て
、

町
民
の
皆
様
に
「
合
併
し
て
よ

か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

「
小
豆
島
町
」
を
目
指
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
昨
年
の
構
造
改
革
特
区
の

「
小
豆
島
・
内
海
町
オ
リ
ー
ブ

特
区
」
認
定
に
続
き
ま
し
て
、

「
小
豆
島
内
海
町
オ
リ
ー
ブ
ワ

ー
ル
ド
推
進
計
画
」
が
地
域
再

生
計
画
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
オ
リ
ー
ブ
と
い
う
他
地
域

に
な
い
資
源
を
活
用
し
、
農
業
、

製
造
業
、
観
光
業
の
分
野
に
お

い
て
、
製
品
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
観
光
地
と
し
て
も
「
小
豆

島
ブ
ラ
ン
ド
」
を
作
り
上
げ
、

産
業
の
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
多
く
の
自
然

災
害
が
あ
り
、
新
潟
県
中
越
地

震
災
害
を
始
め
と
し
て
、
台
風

は
、
観
測
史
上
最
多
の
10
個
が

日
本
に
上
陸
し
、
全
国
各
地
で

大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

本
町
で
も
３
つ
の
台
風
に
よ

り
、
浸
水
被
害
等
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
台
風
16
号

で
は
、
今
ま
で
に
体
験
し
た
こ

と
の
な
い
異
常
潮
位
を
記
録

し
、
多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ

ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
改
め
て

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
に
は
、
香
川
県
で
開
催

さ
れ
た
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
」
の
際
に
、
天
皇
・
皇

后
両
陛
下
の
行
幸
啓
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。
小
豆
島
に
は
初
め
て

の
行
幸
啓
で
あ
り
、
多
く
の
町

民
の
皆
様
が
奉
迎
さ
れ
ま
し
た

こ
と
は
、
た
い
へ
ん
明
る
い
ニ

ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

内
海
ダ
ム
再
開
発
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
治
水
・
利
水
対

策
と
し
て
実
施
す
る
重
要
な
事

業
で
あ
り
、
多
く
の
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
を
得
ま
し
て
、
事

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
、
円
滑
な
事
業
促
進
に
向
け

て
、
鋭
意
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

社
会
経
済
情
勢
は
、
こ
こ
数

年
全
国
的
に
回
復
の
兆
し
が
見

え
て
き
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
一
方
で
、
地
域
格
差
は

依
然
と
し
て
大
き
く
、
地
方
で

は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

行
政
に
お
き
ま
し
て
も
、

「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方

に
」
を
基
本
に
、
国
に
お
い
て

三
位
一
体
の
改
革
が
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
お
り
、
補
助
金
削

減
を
柱
と
し
た
全
体
像
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
が
、
税
源
移
譲
と

の
差
額
は
大
き
く
、
地
方
に
と

っ
て
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に

内
海
町
長
　
坂

下

一

朗
 

な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化

が
進
む
小
豆
島
に
お
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
育

ち
、
島
の
魅
力
を
感
じ
、
生
き

が
い
を
持
っ
て
働
き
、
生
活
で

き
る
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
が
、

地
域
の
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
食
品
製
造
業
・

石
材
業
な
ど
の
地
場
産
業
、
寒

霞
渓
を
始
め
と
す
る
観
光
資
源

や
、
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た

文
化
･
歴
史
、
自
然
環
境
や
オ

リ
ー
ブ
な
ど
の
地
域
力
（
地
域

の
持
つ
潜
在
能
力
）
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
間
競
争

を
勝
ち
抜
い
て
い
く
た
め
に

は
、
合
併
に
よ
り
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
べ
き
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
年
が
皆
様
に
と

っ
て
、
健
康
で
明
る
く
幸
せ
な

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。



3 ■■ 訂訂正正ととおお詫詫びび… １月号「まちのわだい」のしめ縄作りの記事中で、「坂手百壮会」とありましたが、
正しくは「坂手百年会」です。訂正してお詫びします。

　新年明けましておめでとうございます。今年も町内にお住まいの「年男・
年女」の方に、今年の抱負などをお聞きしましたので、ご紹介します。 

栗 原 英 克さん 
（昭和32年９月生
・福田） 
　阪神大震災で被
災に遭い、10年前
故郷の福田に戻っ
てきました。地元
に戻ってから家族

が無事であったことを改めて感謝しています。 
　これからも３人の子どもの成長を楽しみ、自身も
節目の年を大切な１年にしたいです。 

栗 原 恵 利さん（平成５年４月生） 
　昨年、陸上記録会の100メートル走で郡１位、県
４位という大満足の成績を残すことができました。 
　今年は最上級生、昨年以上に勉強、スポーツにが
んばりたいです。 

坂 下 明 美さん 
（昭和20年２月生
・苗羽） 
　音楽、バレーと
毎日がんばってい
る孫の姿を見てい
るとこれからが、

ますます楽しみです。私も孫から元気をもらって、
楽しい年を送りたいと思います。 

高 岸 明 以さん（平成５年４月生） 
　私は去年、水泳や陸上で県大会に出場することが
できました。毎日の練習はとてもきつかったけど、
今年は去年のことを生かして、もっと良い年にした
いと思います。 

山元多鶴子さん 
（昭和８年１月生・西村） 
　昨年は体調を崩し、検査
続きの毎日でしたが、西村
婦人会の会長を引き受けた
こともあり、若い人たちの
足手まといにならないよう
に務めてきました。これから先、健康に十分配慮し
ながら誰にでも好かれる“おばぁちゃん”を目標に、
充実した日々を過ごしたいと思います。 

炭 山 　 孝さん 
（大正10年９月生・安田） 
　毎朝、１時間半の散歩と
週２回のグランドゴルフを
かかさず続けていることが、
健康の秘訣です。これまで
も、野球、陸上、バレーな
ど、スポーツをやってきた

おかげで、風邪一つひかずにいます。102歳まで長
生きした母を目標に、まだまだ元気でがんばりた
いと思います。 

川野いずみさん 
（昭和56年９月生・坂手） 
　新年明けましておめでと
うございます。 
　昨年は元気いっぱいの子
どもたちにかこまれて、た
くさんのパワーをもらいま
した。今年はそのパワーを
活かして何事にも真剣に取り組み、スキルアップを
目指します。年女ならぬ「鳥女」になって羽ばたけ
たらな、と思います。 

杉 林 秀 樹さん（昭和44年５月生・草壁本町） 
杉林美智子さん（同年６月生） 
　昨年は様々なことがあり、非常に慌ただしい年
だったような気がします。日常の生活の中で、普
通に生活できる難しさを知り、今家族全員が元気
で暮らせる喜びを実感しています。 
　今年私たちは、「年男・年女（酉年）」ですが、バ
タバタしないように子どもたちの成長とともに、
私たち二人も日々成長していければと思います。 

お 買 い 物 は 地 元 商 店 を 使 い ま し ょ う 。
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4■■ 1122月月44日日～～1100日日はは「「人人権権週週間間」」でですす。。

計
画
策
定
の
背
景

内
海
町
で
は
、
進
行
す
る
少

子
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

11
年
３
月
に
平
成
15
年
度
を
目

標
年
度
と
す
る
「
内
海
町
子
育

て
支
援
計
画
」
を
策
定
し
て
、

子
育
て
を
支
援
す
る
社
会
の
構

築
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、「
日
本
の
将
来
推

計
人
口
」
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま

で
少
子
化
の
主
な
原
因
と
さ
れ

て
い
た
「
晩
婚
化
」
に
加
え
て
、

新
た
に
「
夫
婦
の
出
生
力
そ
の

も
の
の
低
下
」
と
い
う
傾
向
が

認
め
ら
れ
、
今
後
、
少
子
化
が

一
層
進
行
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
に
、
平
成
15
年
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
過
去
最
低

の
1.29
ま
で
低
下
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
で
は

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
」
を
制
定
し
、
少
子
化
対
策

を
迅
速
か
つ
重
点
的
に
推
進
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
町
に
お
い
て
も
、

す
で
に
計
画
期
間
を
満
了
し
た

「
内
海
町
子
育
て
支
援
計
画
」

の
進
捗
状
況
と
そ
の
成
果
を
踏

ま
え
つ
つ
、
町
民
全
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
少
子
化
時
代
の

子
育
て
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
た
め
の
指
針
と
し
て
「
内
海

町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
保
護
者
に
「
子
育
て
の
基
本

は
家
庭
で
あ
る
」
と
い
う
認
識

を
高
め
て
も
ら
い
、
家
庭
、
地

域
、
学
校
、
行
政
等
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
、

す
べ
て
の
子
ど
も
が
心
身
と
も

に
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
ま
ち

を
め
ざ
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
子
育

て
中
の
親
や
子
ど
も
の
生
活
実

態
・
意
見
・
要
望
等
を
把
握

し
、
策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る

目
的
で
、
就
学
前
児
童
、
小
学

校
児
童
を
も
つ
家
庭
を
対
象
に

「
子
育
て
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、そ
の
い
く
つ
か
の

調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（各年４月１日現在） 
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策
定
す
る
「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

対象者 

配付数 

回収数 

回収率 

就学前児童の保護者 

（調査基準日：平成16年2月1日）

小学校児童の保護者 

町内在住の就学前児童 
をもつ保護者 

610件 622件 

513件 602件 

84.1％ 96.8％ 

町内在住の小学校児童 
をもつ保護者 

※子どもが複数いる家庭には、人数分調査票を配付 



5 ■■ 新新年年のの図図書書館館のの開開館館日日はは11月月44日日（（火火））かかららととななりりまますす。。

就学前児童の保護者 小学校児童の保護者 

Q. 平日、保育サービスなどの利用希望がありますか？ 
 

Q. 保育サービスを１週間に希望する日数は？ 

Q. 現在、子どもは何人
ですか？ 

Q. 理想としては、子どもは
何人ほしいですか？ 

Q. 将来、理想の子どもの人数を持てないと思う理由は？ 
 

Q. 現在、お母さんは働いていますか？ 

Q. 子育てをするうえで、特に不安に思っていること
や悩んでいることはどんなことですか？ 

Q. 育児休暇を取得したことがありますか？ 

Q. 子どもを預けたい理由は？ 

漓 現在就労している（70.0％） 

滷 そのうち就労したいと考えている（11.8％） 

澆 就労予定がある／求職中である（7.8％） 

潺 教育の必要性を感じて（4.3％） 

潸 就労していないが、子どもを預けたい（1.7％） 

利用したい 

5日 

無回答 

無回答 

3日 

2日 
1日 4日 

利用希望 
はない 

4人 7.1％ 

1人 2.8％ 1人 7.8％ 

2人 37.7％ 
2人 50.7％ 

3人 50.2％ 

3人 33.4％ 

5人 0.7％ 

6人以上 0.7％ 

無回答 0.8％ 

4人 7.5％ 

5人以上 0.3％ 

無回答 0.3％ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

働いている（含
産休・育休中） 

教育費を含め子育てにお金がかかる 

高年齢で生むのはいやだ 

子どもの教育･進路に不安がある 

自分の仕事に差し支える 

育児の心理的･肉体的負担に耐えられない 

家が狭い 

遊び場など子どもがのびのび育つ生活環境がない 

自分または配偶者の定年退職までに成人してほしい 

配偶者や家族が子育てに協力してくれない 

自分の趣味やレジャーと両立しない 

その他 

 

出 費 が か さ む  

自分の自由な時
間がもてない 

住 居 が 狭 い  

身体が大変疲れる 

仕事が十分にで
きない 

夫婦で楽しむ時
間がない 
子育てが大変なことを身近
な人が理解してくれない 

子どもが病気が
ちである 

そ の 他  

特 に な い  

無 回 答  

現在は働いていない 

働いたことがない 

無 回 答  

そ の 他  

取得したことがある 

育児休暇制度はあるが
取得したことがない 

育児休業制度がない 

無 回 答  

育 児 休 業 中  

68.2％ 

62.8％ 

47.4％ 

19.0％ 

17.5％ 

15.3％ 

13.9％ 

12.4％ 

12.4％ 

4.4％ 

68.2％ 

2.2％ 

21.2％ 

76.7％ 

26.6％ 
20.9％ 

25.1％ 
27.2％ 

7.7％ 
10.4％ 

7.4％ 
1.7％ 

23.4％ 
12.5％ 

6.4％ 
6.1％ 

0.8％ 

50.9％ 

44.1％ 
27.2％ 

24.2％ 
21.8％ 

22.2％ 
16.4％ 

20.7％ 
16.8％ 

14.2％ 
9.0％ 

7.4％ 
5.5％ 

6.6％ 
4.5％ 

6.0％ 
5.6％ 

19.5％ 
17.6％ 

1.4％ 
3.5％ 

62.1％ 

2.7％ 

1.2％ 
2.0％ 

33.2％ 

39.9％ 

5日 

利用したい 

利用希望 
はない 

（複数回答） 

（複数回答） 

＜就学前児童の保護者のみ＞ 

＜小学校児童の保護者のみ＞ 



6■■ 訂訂正正ととおお詫詫びび… １月号「まちのわだい」のしめ縄作りの記事中で、「坂手百壮会」とありましたが、
正しくは「坂手百年会」です。訂正してお詫びします。

課
（
蕁
８
２
―

７
０
３
４
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

意
見
募
集
期
間

１
月
５
日
貉
〜
21
日
貊

意
見
の
提
出
方
法

住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、

件
名
を「
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
に
つ
い
て
」
と
し
て
、

は
が
き
・
封
書
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
送
っ
て
く
だ
さ
い（
電
話
で

の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
）。

提
出
先

〒
７
６
１
―

４
４
３
１

片
城
甲
44
番
地
95

F
A
X
番
号

８
２
―

７
０
３
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

kenkozoshin
@
tow
n.uchinom

i.lg.jp

こ
の
計
画
の
推
進
に
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
関
係
団

体
等
の
参
画
が
不
可
欠
で
す
。

子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
共
有

し
、
施
策
・
事
業
の
評
価
や
円

滑
な
実
施
へ
の
意
見
を
い
た
だ

き
、
地
域
に
お
け
る
実
践
に
つ

な
げ
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
よ
り

一
層
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

計
画
策
定
協
議
会
を
設
置

計
画
案
を
検
討
す
る
場
と
し

て
、「
内
海
町
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
策
定
協
議
会
」
を

設
置
し
、
関
係
行
政
機
関
の
職

員
や
関
係
団
体
の
代
表
の
方
々

に
参
画
い
た
だ
き
、
幅
広
く
意

見
を
う
か
が
い
な
が
ら
審
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
こ
の
協
議
会
に

お
い
て
、
子
ど
も
や
家
庭
を
取

り
巻
く
現
状
と
課
題
の
整
理
、

計
画
の
基
本
理
念
や
施
策
の
方

向
性
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
て

き
ま
し
た
。

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

２
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、

「
内
海
町
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
素
案
」
を
12
月
に
作
成

し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
子
育
て
に
関
す
る

意
見
や
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て

の
感
想
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

計
画
策
定
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
（
住
所
・
氏
名
は
、

公
表
し
ま
せ
ん
）
。
な
お
、
個

別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

内
海
町
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
素
案
は
、
内
海
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
健
康
増
進
課
（
介
護
老
人

保
健
施
設
う
ち
の
み
内
）
で
も

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
増
進

内海町次世代育成支援行動計画 
策定協議会委員名簿 

所　　　　　属 氏　　　名 

保健医療福祉管理者  

教 育 民 生 委 員 長  

民 生 ・ 児 童 委 員  

企 業 代 表  

子育て支援センター草壁保育園長 

愛 育 会 長  

小 学 校 P T A 会 長  

幼 稚 園 P T A 会 長  

保 育 所 P T A 会 長  

小 学 校 長 会 長  

内 海 町 立 幼 稚 園 長  

内 海 保 育 所 長  

総 務 企 画 課 長  

住 民 福 祉 課 長  

教 育 次 長  

内 海 病 院 事 務 長  

冨 田 忠 孝

山 中 　 彰

山 口 眞理子 

富 田 孝之輔 

慈 氏 周 豊

大 倉 　 淳

戎 　 泰 正

三 木 克 彦

平 見 貴 弘

藤 川 洋 子

木 村 玲 子

石 井 葉 子

田 中 　 仁

秋 長 邦 広

山 本 芳 嗣

竹 内 章 介

（敬称略）

（小学校児童の保護者） （就学前児童の保護者） 

◆ 遊び場が少ないので、公民館など気軽に利用でき、
親子で楽しめる場があれば良い。 

◆ 社会全体で子育てを考えるべき。 

◆ 幅広い年齢で楽しめる行事があれば、たくさんの人
と交流ができる。 

◆ 核家族化が進み身近なところに子育てのサポートを
してくれる人がいない。 

◆ 週休2日だが忙しすぎるので、親子ともゆっくりで
きる時間が必要だと思う。 

◆ 育児休業制度、保育所の充実、そして、我が家のよ
うに親との同居を勧める。 

◆ 子育て同様親育ても必要。 

◆ 仕事は続けたいが、育児休暇を取ると離職するケー
スがあり、取りにくい。 

◆ 学校の行事が日曜日にあると振り替え休日が平日に
なるため、一時預かりがあると助かる。（夏休みの
時も） 

◆ 学校帰りに気軽に立ち寄って宿題をしたり、相談し
合えたり、遊んだりできる児童館を作ってほしい。       

◆ 親子で気軽に参加できるイベントが多くあれば、地
域ぐるみの中でいろんな家族とも出会え、みんなと
仲良く接することができるのでは?       

◆ 子どもはたくさんほしいが、養っていく自信がない
ので、安心して育児ができる環境やあたたかい地域
の支えがもっと必要。             

◆ 子どもの休みにさまざまな体験ができる環境を整備
してほしい。       

◆ 子育ての相談等が気軽にできる場がもっとあればい
い。       

◆ 父親の子どもに対する教育を指導してもらいたい。       

◆ 子どもの教育に家庭は最も大切なので、せめて小さ
い間は育児に専念できる環境作りを考えてほしい。 

◆ 個人の小児科がないのでかかりつけ医がいないこと
が不安。       
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成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
内
海

町
で
は
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
の

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
、
励

ま
す
成
人
式
を
１
月
９
日（
日
）

に
サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
「
オ
リ
ー

ブ
ホ
ー
ル
」
で
行
い
ま
す
。

新
成
人
の
町
内
在
住
者
と
町

出
身
の
希
望
者
が
出
席
す
る
ほ

か
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
時

の
恩
師
も
出
席
し
、
成
人
を
お

祝
い
し
ま
す
。

ま
た
、
大
人
に
な
っ
た
自
覚

と
責
任
を
胸
に
刻
む
式
典
や
新

成
人
に
よ
る
意
見
発
表
、
生
ま

れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
内
海
の
ビ

デ
オ
上
映
、
い
つ
ま
で
も
思
い

出
に
残
る
記
念
写
真
撮
影
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新
成
人

の
皆
さ
ん
、
そ
ろ
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

思いやり 責　任 義　務 

はたちと献血 
だれかのために…　　　　　　 
そんな思いやりの心も大切です 

はたちと選挙権 
大切な１票の重みを　　　　 
　　　　　　感じてください 

国民年金への加入 
20歳になれば…　　　　　　 
　学生も例外ではありません 

平
成
16
年
12
月
20
日
現
在 

西
村
地
区 

黒
島
　
佑
也 

片
山
　
鮃
司 

闍
橋
　
宏
明 

谷
口
　
七
恵 

鍋
谷
　
恵
子 

森
口
　
美
香 

玉
井
麻
里
子 

松
本
　
雪
愛 

井
上
　
憂
樹 

草
壁
地
区 

稲
毛
　
祐
輔 

大
倉
　
啓
介 

吉
仲
　
貴
大 

宮
本
　
　
卓 

徳
山
　
弘
樹 

小
笹
　
孝
徳 

大
橋
有
希
菜 

横
手
　
瑛
子 

堀
本
栄
里
香 

霖
名
　
香
織 

岡
本
　
麻
里 

日
岡
　
利
晃 

碓
井
　
克
志 

笠
松
　
陽
介 

岡
本
菜
緒
也 

谷
川
　
　
潤 

宮
闢
　
大
志 

友
永
　
景
太 

三
木
　
佑
介 

藤
澤
由
果
梨 

北
岡
　
幸
子 

岡
本
　
　
愛 

佐
伯
　
恵
梨 

中
本
　
美
佳 

米
岡
　
勝
志 

石
谷
　
　
匡 

浜
本
　
健
治 

鳥
居
　
一
真 

中
村
　
憲
典 

岡
田
　
良
成 

赤
川
　
孝
典 

森
岡
　
寛
明 

友
永
　
龍
一 

友
永
　
和
闊 

川
闢
　
未
人 

中
多
　
七
子 

坂
東
奈
保
子 

長
岡
　
亜
季 

赤
根
　
　
舞 

島
田
　
敬
介 

安
田
地
区 

森
下
　
直
起 

太
田
　
雅
之 

城
　
　
崇
平 

城
　
裕
次
郎 

遠
藤
　
将
太 

西
村
　
真
也 

森
　
　
一
貴 

徳
本
　
隆
志 

森
下
　
賢
一 

明
田
　
雄
司 

吉
本
　
純
矢 

九
冨
美
乃
里 

闍
橋
　
瑞
佳 

谷
　
つ
ば
さ 

谷
元
　
麻
衣 

赤
岩
沙
弥
香 

古
川
　
真
理 

増
田
　
貴
子 

萬
代
　
奈
美 

饌
本
満
喜
子 

木
下
加
奈
子 

闍
橋
佳
保
理 

橘
・
岩
谷
地
区 

土
居
　
一
仁 

山
本
　
康
行 

岡
下
真
希
子 

山
本
　
奈
美 

瀧
下
　
祐
輔 

苗
羽
地
区 

井
増
次
郎 

坂
下
　
大
介 

坂
本
　
真
一 

木
下
　
良
平 

石
井
　
佑
憲 

木
下
　
秀
樹 

久
留
島
一
茂 

森
下
　
容
子 

岡
田
　
佳
子 

北
野
永
里
子 

大
道
　
陽
子 

雷
　
　
　
　 

柴
田
　
　
彩 

黒
島
　
久
靖 

高
橋
　
　
永 

丸
岩
　
秀
任 

森
　
　
健
夫 

羽
座
　
あ
や 

松
下
　
　
結 

黒
木
　
章
弘 

木
下
　
直
紀 

中
村
　
和
麻 

大
川
　
裕
加 

佐
藤
　
直
美 

野
村
　
高
弘 

亀
井
　
俊
輔 

森
本
勇
太
郎 

坂
手
地
区 

鹿
島
　
浩
揮 

久
留
島
友
矩 

太
田
　
圭
祐 

森
井
　
保
光 

金
田
容
史
子 

川
野
さ
な
え 

谷
　
友
美
子 

当
浜
・
福
田
・
吉
田
地
区 

宮
下
　
優
太 

藤
原
　
康
寛 

湊
　
　
　
瞬 

佃
　
　
和
繁 

山
塩
　
真
司 

宮
本
　
哲
平 

竹
口
　
広
美 

闍
尾
　
有
香 

山
口
　
仁
美 

田
村
絵
里
香 

森
本
英
里
香 

堀
口
　
智
子 

山
口
　
晶
子 

闍
尾
　
　
知 

平
木
　
一
也 

藤
本
　
卓
也 

   

日　時：１月９日（日）  
　　　　受付 12：50～13：10 
　　　　開会 13：30　閉会 15：30 

会　場：サン･オリーブ「オリーブホール」 

対象者：昭和59年４月２日から 
　　　　昭和60年４月１日まで 
　　　　　　　　　　　　　に生まれた方 

お 買 い 物 は 地 元 商 店 を 使 い ま し ょ う 。



■■内内

初
冬
の
島
路
を
１
本
の
タ
ス

キ
で
つ
な
ぐ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
「
第
45
回
小
豆
島
駅
伝
競
走

大
会
」
が
12
月
５
日
、
土
庄
〜

坂
手
の
８
区
間
で
行
わ
れ
ま
し

た
。大

会
に
は
内
海
町
か
ら
18
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
選
手
た
ち
の

力
走
に
沿
道
か
ら
盛
ん
な
声
援

が
と
ん
で
い
ま
し
た
。
レ
ー
ス

は
最
期
ま
で
予
断
を
許
さ
な
い

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

５
連
覇
を
ね
ら
う
苗
羽
Ａ
が

２
区
か
ら
ト
ッ
プ
に
た
ち
、
３
、

４
、
５
区
と
連
続
し
て
区
間
賞

を
と
る
な
ど
力
走
を
み
せ
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
追
う

安
田
Ａ
が
７
区
で
逆

転
、
最
終
８
区
で
２

位
苗
羽
Ａ
を
15
秒
差

で
振
り
切
り
、
５
年

ぶ
り
の
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
タ
イ

ム
は
こ
れ
ま
で
の
記

録
を
28
秒
も
縮
め
る

大
会
新
記
録
を
マ
ー

ク
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
位
の
苗

羽
Ａ
も
大
会
新
の
好

記
録
で
し
た
。
３
位

区　間　賞
２区 間島崇百（安田Ａ）７分22秒

３区 小西知廣（苗羽Ａ）５分43秒

４区 竹田友紀（苗羽Ａ）６分10秒

５区 平野太喜（苗羽Ａ）７分25秒

７区 三宅真一（安田Ａ）７分57秒

８区 山本　睦（安田Ａ）８分51秒

蜷15回出場
冨 家 憲 一（苗羽Ｃ）
山 本 　 睦（安田Ａ）
三 宅 真 一（安田Ａ）
岡 本 清 文（安田Ｄ）

蜷10回出場
森 岡 利 彦（坂手Ｂ）
太 田 健 児（坂手Ａ）
庫 本 真 一（苗羽Ｂ）

後
半
見
事
に
逆
転
！ 

　
　
安
田
Ａ
大
会
新
で
５
年
ぶ
り
Ｖ 

後
半
見
事
に
逆
転
！ 

　
　
安
田
Ａ
大
会
新
で
５
年
ぶ
り
Ｖ 

第
45
回
小
豆
島
駅
伝
競
走
大
会 

 

に
は
草
壁
Ａ
、
５
位
に
は
坂
手

Ａ
が
入
る
な
ど
今
年
も
内
海
勢

が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。

レ
ー
ス
終
了
後
は
坂
手
公
民

館
で
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
上
位

チ
ー
ム
、
区
間
賞
走
者
、
功
労

者
に
賞
状
や
メ
ダ
ル
を
贈
り
、

健
闘
を
た
た
え
ま
し
た
。

8

《 》 

安田Ａ 58分17秒 1

樋口　直也・間島　崇百 
片山　寛之・橋本　大頌 
黒崎　真也・増田　圭佑   
三宅　真一・山本　　睦 

苗羽Ａ 58分32秒 2

寺下　直樹・藤田　貴仁 
小西　知廣・竹田　友紀 
平野　太喜・佐倉　弘了 
藤井　大助・橋元　辰弥 

草壁Ａ 61分02秒 3

白崎　正人・黒田　真吾 
横手　順一・高橋　亨夫 
浜本　純樹・白崎　雄大 
近藤　　純・大川　大地 

安田D 70分05秒 18

福　田 70分52秒 19

苗羽D 70分59秒 20

草壁D 71分44秒 22

草壁C 72分06秒 23

安田C 72分06秒 24

苗羽C 72分48秒 26

安田E 73分10秒 29

坂手Ｂ 73分35秒 30

西村Ａ 65分30秒 12

草壁Ｂ 66分04秒 13

西村Ｂ 69分42秒 17

坂手Ａ 63分09秒 5

安田Ｂ 64分11秒 7

苗羽Ｂ 64分31秒 8

安田Aチームのアンカー山本選手 安田Aチームのアンカー山本選手 

前半力走をみせた苗羽Aチーム 前半力走をみせた苗羽Aチーム 

功　労　賞
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図図図図

書書書書

館館館館

だだだだ

よよよよ

りりりり

新
刊
紹
介

○
児
　
童
　
書

＊
雑
木
林
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

＊
は
た
ら
く
自
動
車
ず
か
ん

＊
手
塚
治
虫

〜
未
来
か
ら
の
使
者
〜

＊
子
ど
も
に
聞
か
せ
る
世
界
の

民
話

＊
な
ぞ
な
ぞ
あ
そ
び
う
た

＊
ひ
と
く
ち
童
話

＊
タ
イ
ム
ワ
ー
プ
３
人
組
①

ア
ー
サ
ー
王
救
出
作
戦

＊
レ
ン
ヒ
ェ
ン
の
ひ
み
つ

＊
タ
ン
タ
ン
の
ず
ぼ
ん

＊
ノ
ン
タ
ン
１
・
２
・
３

ほ
か
87
冊

○
一
　
般
　
書

＊
こ
れ
か
ら
10
年
大
予
測

資
本
主
義
崩
壊
、
次
は
こ
う

な
る
！
　
　

船
井
幸
雄

＊
イ
ン
ド
や
っ
ぱ
り
ノ
ー
プ

ロ
ブ
レ
ム
へ
の
旅

ひ
の
も
と
由
利
子

＊
イ
ラ
ン
を
知
る
た
め
の
65
章

岡
田
恵
美
子
ほ
か

＊
な
ん
も
か
ん
も
わ
や
で
す

わ
、
ア
メ
リ
カ
は
ん

米
谷
ふ
み
子

＊
金
融
所
得
課
税
が
こ
ん
な
に

変
わ
る

Ｍ
Ｊ
Ｓ
税
経
シ
ス
テ
ム
研
究
所

＊
世
界
で
一
番
お
も
し
ろ
い

日
本
人
の
デ
ー
タ

話
題
の
達
人
倶
楽
部

＊
夜
回
り
先
生
と
夜
眠
れ
な
い

子
ど
も
た
ち
　

水
谷
　
修

＊
人
に
や
さ
し
い
介
護
技
術

野
村
敬
子

＊
老
化
防
止
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

転
倒
・
寝
た
き
り
を
防
ぐ
歩

行
と
日
常
動
作

岡
本
　
勉

＊
よ
く
「
遊
ぶ
人
」
ほ
ど
成
功

で
き
る
　
あ
な
た
の
夢
を
実

現
さ
せ
る
「
脳
」
の
使
い
方

佐
藤
富
雄

＊
音
読
革
命

右
脳
が
開
花
す

る
名
文
集
　
　

七
田
　
眞

＊
身
体
意
識
を
呼
び
覚
ま
す

日
本
語
の
ち
か
ら
　高

岡
英
夫

＊
〔
プ
ロ
が
選
ん
だ
〕
旨
い
！

本
格
焼
酎

本
格
焼
酎
研
究
会

＊
３
時
間
で
作
る
子
ど
も
の

バ
ッ
グ
が
い
っ
ぱ
い
！
＋
マ

マ
の
バ
ッ
グ
　
　

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

＊
盛
り
付
け
秘
伝

現
代
作
家

の
器
に
盛
る
　野

崎
洋
光
ほ
か

＊
２
人
目
育
児
安
心
ブ
ッ
ク

妊
娠
が
わ
か
っ
た
と
き
か
ら

出
産
、
産
後
ま
で
　
　

主
婦
の
友
社

＊
故
事
成
語
目
か
ら
ウ
ロ
コ

の
85
話
　
　
　
　
　阿

辻
哲
次

＊
ミ
ス
テ
リ
ー
十
二
か
月

北
村
　
薫

ほ
か
75
冊

☆
読
み
聞
か
せ
・
し
て
み
よ
う

の
時
間
「
マ
ジ
ッ
ク
」

１
月
７
日
貊

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

☆
子
ど
も
映
画
会

１
月
７
日
貊

14
時
35
分
〜
16
時
50
分

１
月
８
日
貍

10
時
30
分
〜
12
時

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

☆
紙
芝
居
作
成

１
月
12
日
貉
・
19
日
貉

10
時
〜
12
時

☆
枕
草
子
を
読
む
会

１
月
15
日
貍
14
時
〜
16
時

☆
読
書
会

１
月
16
日
豸

13
時
30
分
〜
16
時

☆
古
文
書
を
読
む
会

１
月
18
日
貂
14
時
〜
16
時

☆
ロ
ビ
ー
展
「
マ
ジ
ッ
ク
・
室

内
ゲ
ー
ム
展
」

２
月
６
日
豸
ま
で

行
事
予
定

平
成

年
度 

17

入園受付日程 

　
内
海
町
立
幼
稚
園
で
は
、

平
成
17
年
度
の
幼
稚
園
入
園

受
付
を
左
記
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
の
で
、
入
園
を
希
望

す
る
保
護
者
の
方
は
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
受
付
当
日
に
制
服
・

制
帽
の
サ
イ
ズ
合
わ
せ
を
し

ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

平
成
17
年
度
該
当
児 

①
１
年
保
育
（
５
歳
児
） 

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方 

②
２
年
保
育
（
４
歳
児
）  

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方 

③
３
年
保
育
（
３
歳
児
）  

平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方 

問
い
合
わ
せ
先
　 

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教

育
係
（
蕁
８
２
―
７
０
１
４
）

西 村  

草 壁  

安 田  

苗 羽  

旭 

福 田  

１月11日貂

１月12日貉

１月13日貅

１月14日貊 

１月17日豺  

１月18日貂 

１月19日貉 

12：00～13：00 

12：00～14：00 

12：00～14：00 

12：00～14：00 

12：00～13：00 

12：00～13：00 

12：00～13：00 

西村公民館 

草壁公民館 

安田公民館 

苗羽公民館 

坂手公民館 

 橘 公民館 

福田公民館 

幼稚園名 受付日 受付時間 受付会場 
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心も体もいきいきと 

～更年期～ 

こちら　　　です 

 
 

ハイハイ ！ ハイハイ ！ 女
性
の
一
生
は
い
く
つ
か
の

時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
中
で
、
し
だ
い
に
閉

経
を
迎
え
る
前
後
５
年
を
「
更

年
期
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
更

年
期
を
迎
え
る
と
、
身
体
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
急
激
に
減

少
し
て
い
き
ま
す
。
身
体
は
こ

の
状
態
に
適
応
し
よ
う
と
調
整

を
始
め
ま
す
が
、
そ
れ
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
不
快
な
症
状
（
下
表
参
照
）

が
現
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
い
わ
ゆ
る
「
更
年
期
障
害
」

で
す
。
更
年
期
障
害
は
単
に
気

の
持
ち
よ
う
で
起
こ
る
症
状
で

は
な
い
の
で
す
。

更
年
期
の

上
手
な
過
ご
し
方

更
年
期
は
誰
も
が
通
る
道
で

す
。
時
が
た
て
ば
、
体
内
の
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
も
整
い
、
自

然
に
解
消
し
ま
す
。
趣
味
な
ど

自
分
が
楽
し
め
る
こ
と
を
み
つ

け
、
上
手
に
気
分
転
換
を
し
ま

し
ょ
う
。
辛
い
と
き
は
我
慢
せ

ず
、
夫
や
家
族
に
助
け
を
求
め

た
り
、
医
師
に
相
談
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

生
活
習
慣
病
に

要
注
意
！

女
性
ホ
ル
モ
ン
は
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
増
加
を
抑
え
て
動
脈

硬
化
を
防
い
だ
り
、
骨
の
新
陳

代
謝
に
か
か
わ
る
な
ど
、
健
康

を
保
つ
た
め
の
働
き
も
し
て
い

ま
す
。
更
年
期
以
降
は
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
減
少
に
よ
っ
て
、
高

脂
血
症
や
骨
粗
し
ょ
う
症
と
い

っ
た
病
気
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

ま
た
、
高
血
圧
や
心
筋
梗
塞
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が

生
じ
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
症
状
を
更
年
期

障
害
だ
と
思
い
込
ん
で
見
落
と

さ
な
い
よ
う
、
年
に
１
回
は
健

康
診
断
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

更
年
期
の
健
康
管
理
が
健
や

か
な
老
年
期
へ
と
つ
な
が
る
よ

う
、
自
分
の
健
康
状
態
や
生
活

習
慣
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
ま

し
ょ
う
。
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　フィブリノーゲン製剤が使用された可能
性のある方（大きな手術を受けた方）や輸
血を受けたことのある方等は、C型肝炎ウィ
ルス検査を受けることをお勧めします。詳
しくは、小豆総合事務所（蕁62－1373）、
健康増進課（蕁82－7038）までお問い
合わせください。 

C型肝炎ウィルス検査について 

対　象　者 

母と子のすくすくルーム 
１月19日貉 介護老人保健施設うちのみ 

平成16年11月生まれ 

～ 13：4513：30 受付 

～ 

 

 

 

11：30 

 

 

10：00 

 

 

介護老人保健施設うちのみ １月31日豺 

スマイルクラブ 

体脂肪測定･健康づくり体操（ほくほく体操）教室 
１月14日貊・28日貊  介護老人保健施設うちのみ 

 
～ 11：309：00

対　象　者 

3歳児健診 
１月20日貅 介護老人保健施設うちのみ 

平成13年７・８・９・10月生まれ 

～ 14：0013：30 受付 

献　血 

１月26日貉 
タ ケ サ ン フ ー ズ 譁  

苗 羽 公 民 館  

～ 13：0012：15

～ 16：3015：00

申込締切：１月21日貊 
申 込 先：健康増進課（蕁 82－7038） 
 

対 象 者：町内在住の精神障害者で参加可能な方 
日　　時：1月18日貂　10：00～15：00 
　　　　　※以降毎月第３火曜日 
場　　所：内海町福祉会館 
内　　容：軽スポーツ、音楽鑑賞、簡単な料理実習ほか 
費　　用：200円程度（調理実習材料費） 
持 参 物：米１合・室内用シューズ 
問い合わせ先：健康増進課保健管理係（蕁82－7038） 
※参加を希望される方は当日会場へお越しください。       

内海町軼いこいの場のご案内軻 

保
健
師
か
ら

※自己チェックを 
　してみましょう 

①顔がほてる 

②汗をかきやすい 

③腰や手足が冷える 

④息切れ、動悸がする 

⑤寝つきが悪い、眠
りが浅い 

⑥怒りやすく、すぐイラ
イラする 
⑦くよくよしたり、ゆう
うつになる 
⑧頭痛、めまい、吐き気
がよくある 

⑨疲れやすい 

⑩肩こり、頭痛、手足の
痛みがある 
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西 村  

〃 

〃 

神懸通

〃 

草壁本町 

〃 

南 

〃 

〃 

片 城  

〃 

安 田  

〃 

〃 

〃 

木 庄  

橘 

〃 

原田　文代 

水野　憲俊 

三好　m子 

小川　久幸 

大川さち子 

真砂　重弘 

永井　静代 

毛谷　忠治 

赤岩　讓治 

丸鳩　信也 

守山　玉榮 

小林登代子 

川西　郷視 

高橋　實俊 

炭山　好央 

村闢　光廣 

石井　成被 

湊　　正勝 

饌闢　文男 

清水・日方東 

日方西・原・流 

中条・西条・竹生 

川西・川東・門原
東条・立恵  
川北・川南・小
坪 
西木場・東木場・三軒
家・五軒家 

中村・川東 

南の東 

南の西 

南の南 

旧県道より南 

旧県道より北 

植松東 

植松西 

下条・八軒屋 
空条 

仲条・東条・谷条 

木庄 

川より東 

川より西 
 

地区 担当地区 氏　名 

岩 谷  

当 浜  

馬 木  

〃 

〃 

苗羽

〃 

〃 

古 江  

堀 越  

田 浦  

坂 手  

〃 

福 田  

〃 

〃 

吉 田  

全 域  

全 域  

明田　利益 

山闢　光利 

坂下　親弘 

岩本　義昭 

塩田　良子 

川北　博子 

山下倭文江 

黒島　　林 

吉田　結木 

山本　价重 

久留島健文 

山本　淑子 

本田　　卓 

川田　佳美 

堀口　敏彦 

橋本　和美 

植田　　忠 

山口眞理子 

鎌倉　久代 

岩谷 

当浜 

植松 

石条・東条・奥
条・池の丁 

前馬木 

下条 

空条 

向条・上り浜・芦
ノ浦・美波の里 

古江 

堀越 

田浦  

西条・中条 

灘江・東谷・瀬濤 
瀬倉・大泊・徳本 

尾崎 

浜 

岡・平間  

吉田 

主任児童委員 

主任児童委員 
 

地区 担当地区 氏　名 

　
昨
年
の

月
１
日
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
全
国
一
斉
改
選
が

行
わ
れ
、
本
町
で
は
民
生･

児
童
委
員
36
名
、
主
任
児
童
委
員
２
名
が

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
さ
れ
た
委
員
名
、
担
当

地
区
は
次
の
と
お
り
で
、
任
期
は
３
年
で
す
。 

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
役
、
ま
た
、
福
祉
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、福
祉
の
こ
と
で
お

困
り
の
方
は
、担
当
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

あなたの地区の 

民生委員・児童委員 
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１
月
26
日
は
、
昭
和
24
年
に

法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
損
、
ま

た
火
災
の
多
い
季
節
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
日
を
「
文
化
財

防
火
デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
日
を
中
心
に
、
全
国
的
に

文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
文
化
財
愛
護
思
想

の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

内
海
町
に
お
い
て
も
、「
苗

羽
小
学
校
旧
田
浦
分
校
校
舎
」

を
は
じ
め
、
絵
画
･
彫
刻
・
工

芸
品
な
ど
有
形
無
形
を
問
わ

ず
、
多
岐
に
わ
た
る
貴
重
な
文

化
財
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

文
化
財
登
録
制
度
に
よ
っ
て
多

く
の
建
造
物
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
和
歌
な
ど
の
文

芸
文
化
を
は
じ
め
、
食
生
活
に

お
け
る
食
文
化
、
大
和
魂
・
武

士
道
・
日
本
精
神
と
呼
ば
れ
る

精
神
文
化
ま
で
、
私
た
ち
の
生

活
に
は
文
化
が
あ
ふ
れ
、
生
活

そ
の
も
の
が
文
化
で
も
あ
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
文
化
は
、
先
人
が

遺
し
た
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
継
承
し
て
い
く
の

は
、
私
た
ち
の
貴
重
な
役
目
で

す
。
文
化
財
を
火
災
、
震
災
そ

の
他
の
災
害
か
ら
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

防
火
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

小
豆
島
消
防
署
内
海
分
署

（
蕁
８
２
―
０
１
１
９
）

毎年１月26日は 

「文化財防火デー」 



な
ど
で
の
水
切
り
は
、
多
く
の

方
が
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
自
然
に
切
れ
る
水
の
量
は

わ
ず
か
で
す
。

【
水
切
り
の
ポ
イ
ン
ト
】

生
ご
み
を
ギ
ュ
ッ
と
絞
る

だ
け
で
、
約
20
〜
30
％
の
水

分
が
減
量
で
き
ま
す
。
生
ご

み
を
細
か
く
切
っ
た
り
、
新

聞
紙
で
包
ん
で
か
ら
絞
る
と

よ
り
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
絞
っ
た
あ
と
新
聞

紙
を
広
げ
、
半
日
ほ
ど
乾
燥

さ
せ
る
と
50
％
以
上
の
水
分

が
減
量
で
き
ま
す
。

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
に
は
、
生
ご
み
を
減

量
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
無
駄
な
く
買
い
物
を
し
て
、
エ
コ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
も
、
生
ご
み
は
毎
日
出
て
き
ま
す
。 

　
出
て
き
た
生
ご
み
を
ど
う
や
っ
て
減
ら
す
か
！？
１
つ
は
、
生

ご
み
処
理
機
な
ど
を
活
用
し
、
自
家
処
理
す
る
こ
と
で
す
。
も

う
１
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
生
ご
み
の
水
分
量
に
あ
り
ま
す
。
十

分
に
水
切
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
減
量
効
果
が
あ
る

の
で
す
。 
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家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

生
ご
み
は
、
燃
や
せ
る
ご
み

の
約
40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
生
ご
み
の
約
80
％
以

上
が
水
分
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。内

海
町
の
15
年
度
焼
却
処
理

量
は
、
全
体
で
３
６
７
２
ｔ
で
、

そ
の
う
ち
、
委
託
収
集
（
燃
や

せ
る
ご
み
）
は
２
２
２
２
ｔ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

生
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分
の
量

は
、
約
711
ｔ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

生
ご
み
の
水
切
り

生
ご
み
の
水
分
を
切
ら
な
い

で
燃
や
せ
る
ご
み
に
出
す
と
、

ご
み
袋
が
重
く
な
る
・
液
だ
れ

し
て
集
積
所
が
汚
れ
る
・
腐
り

や
す
く
悪
臭
の
原
因
に
な
る
な

ど
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。

三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水
切
り
袋

◆表－１　各事業の補助・助成状況 

197 

197 

11 

455

58 

255 

5 

460

27 

282 

3 

463

38 

320 

8 

471

23 

343 

5 

476

27 

370 

4 

480

15 

385 

2 

482

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15

生ごみ 
処理機 

堆肥化容器 
（コンポスト） 

当年度基数 

累計基数 

当年度基数 

累計基数 

　資源ごみの内、発泡スチロール（白色トレーを含む）
については、これまで白色のものに限っていましたが、
12月から色付の発泡スチロールも搬出が可能となり
ました。 
　なお、資源ごみの定期収集・拠点回収について、従
来の収集かごの中へ入れる際には、白色・色付き混在
のまま搬出していただき、色分けの必要はありません。
小豆島リサクルセンターへの直接搬入についても同様
になりますので、ご協力をお願いします。 

燃やせるごみの内訳 

水分　32％ 
711t 生ごみ以外の 

可燃ごみ 60％ 
1,333t

生ごみの中の固形物 
8％　178t

生
ご
み
減
量
化
に
ご
協
力
を

生
ご
み
減
量
化
に
ご
協
力
を 
生
ご
み
減
量
化
に
ご
協
力
を 

生
ご
み
は
「
ギ
ュ
ッ
」
と
絞
る
だ
け
で
、 

　
　
　
約
30
％
の
水
分
が
減
量
で
き
ま
す
邇 

内
海
町
の
補
助
制
度

内
海
町
で
は
、
生
ご
み
の
減

量
化
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
環
境
衛
生
課

（
蕁
８
２
―
７
０
０
８
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
生
ご
み
処
理
機
設
置
補
助
事
業
】

平
成
９
年
度
か
ら
生
ご
み
処

理
機
を
購
入
し
た
世
帯
に
対

し
、
１
万
５
千
円
を
上
限
と
し

て
、
購
入
金
額
の
３
分
の
１
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
利
用
状
況

は
、
15
年
度
末
で
385
基
に
な
り

ま
す
（
表
１
参
照
）。

従
来
は
、
６
万
円
前
後
の
製

品
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

最
近
は
安
価
な
製
品
も
増
え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
購
入
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

【
堆
肥
化
容
器
設
置
助
成
事
業
】

昭
和
60
年
度
か
ら
堆
肥
化
容

器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）を
購
入
し
た

世
帯
を
対
象
に
、３
千
円
を
上

限
と
し
て
、
購
入
金
額
の
２
分

の
１
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
利

用
状
況
は
、
15
年
度
末
で
482
基

に
な
り
ま
す
（
表
１
参
照
）。

あ
る
程
度
の
設
置
ス
ペ
ー
ス

が
必
要
で
す
が
、
ぜ
ひ
、
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

お 買 い 物 は 地 元 商 店 を 使 い ま し ょ う 。
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差
別
を
な
く
し
、
人
権
を
尊

重
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
お

う
と
、
人
権
週
間
期
間
中
に
あ

た
る
12
月
７
日
、
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
人
権
啓
発
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
、
町
内
の
企
業
や
学

校
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
た
今
年
度
、
花
を
育
て
豊

か
な
心
を
育
も
う
と
実
施
し
て

い
る
「
人
権
の
花
」
運
動
に
取

り
組
ん
だ
星
城
小
学
校
に
、
法

務
局
お
よ
び
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

まちの身近な出来事や話
題を紹介します。 
皆さんからの情報もお待
ちしています。 
（総務企画課 蕁 82－7002） 

年
末
・
年
始
の
交
通
安
全
運

動
初
日
の
12
月
10
日
、
島
内
各

地
で
、
小
豆
３
町
交
通
安
全
母

の
会
連
合
会
（
中
山
知
子
会
長
）

な
ど
に
よ
る
交
通
安
全
祈
願
駅

伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

役
場
前
で
は
、
母
の
会
の
メ

ン
バ
ー
が
、
内
海
八
幡
神
社
で

交
通
安
全
を
祈
願
し
た
タ
ス
キ

を
か
け
て
、
啓
発
用
の
チ
ラ
シ

を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
安

全
運
転
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し

■ 『契
約・遺

冬
休
み
を
前
に
し
た
12
月
21

日
、
近
年
、
誘
拐
事
件
が
多
発

し
て
い
る
の
を
受
け
、
小
豆
島

署
と
橘
駐
在
署
の
協
力
の
も

と
、
旭
幼
稚
園
と
内
海
保
育
所

橘
分
園
合
同
の
不
審
者
対
応
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
署
員
が
不
審
者

へ
の
対
応
を
先
生
に
指
導
し
た

り
、
園
児
た
ち
に
は
「
一
人
で

遊
ば
な
い
」、「
知
ら
な
い
人
に

は
つ
い
て
い
か
な
い
」
な
ど
の

心
構
え
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

「人権の花」運動に取り組んだ 
星城小学校の児童たち 

「人権の花」運動に取り組んだ 
星城小学校の児童たち 

11
月
１
日
、
小
豆
島
霊
場
協

会
の
会
員
16
人
が
、
台
風
23
号

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
兵
庫

県
豊
岡
市
を
訪
れ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

小
豆
島
霊
場
に
は
、
兵
庫
県

北
部
か
ら
も
多
く
の
お
遍
路
さ

ん
が
礼
拝
に
訪
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
縁
深
い
人
の
惨
状
を
見

過
ご
せ
な
い
と
し
て
、
活
動
に

参
加
し
ま
し
た
。
会
員
は
市
内

の
カ
バ
ン
工
場
で
、
機
械
の
洗

浄
を
し
た
り
、
工
場
内
に
た
ま

っ
た
泥
土
の
排
出
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

「
人
権
の
花
」

「
人
権
の
花
」
運
動
で
星
城
小
学
校
に
感
謝
状

運
動
で
星
城
小
学
校
に
感
謝
状 

「
人
権
の
花
」
運
動
で
星
城
小
学
校
に
感
謝
状 

’04
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会 

「
交
通
安
全
祈
願
駅
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施

「
交
通
安
全
祈
願
駅
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施 

「
交
通
安
全
祈
願
駅
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施 

内海町から池田町へリレーされる 
交通安全祈願のたすき 

内海町から池田町へリレーされる 
交通安全祈願のたすき 

署員の話をきく園児たち 署員の話をきく園児たち 

西
村
地
区
で
高
齢
者
交
通
教
室 

’04
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会 

カバン工場の機械を洗浄する参加者 カバン工場の機械を洗浄する参加者 

旭
幼
稚
園
・
橘
分
園
合
同
不
審
者
対
応
訓
練

旭
幼
稚
園
・
橘
分
園
合
同
不
審
者
対
応
訓
練 

旭
幼
稚
園
・
橘
分
園
合
同
不
審
者
対
応
訓
練 

た
。こ

の
後
、
タ
ス
キ
は
、
車
両

パ
レ
ー
ド
と
と
も
に
、
池
田
、

土
庄
町
の
各
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
会

場
に
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。



心配ごと相談所の開設

内海町社会福祉協議会では、毎月１回、
心配ごと相談所を開設しています。お気軽
にご相談ください。
日　時：1月11日貂13：30～15：30
場　所：内海町福祉会館

特設人権相談所の開設

人権対策課では、特設人権相談所を開
設しています。身のまわりの人権に関す
る問題などでお困りの方は、お気軽にご
相談ください。
日　時：1月12日貉 10：00～15：00
場　所：内海町福祉会館

行政相談所の開設

内海町では、毎月１回、行政相談所を開
設しています。お気軽にご相談ください。
日　時：1月19日貉 10：00～15：00
場　所：内海町福祉会館

身体障害者補装具巡回相談

香川県身体障害者相談所では、次の日
程で巡回相談を行います。相談は予約制
ですので、１月17日豺までに住民福祉課
（蕁82－7005）へお申し込みください。
日　時：１月25日貂14：10～15：10
場　所：土庄町総合福祉会館
対象者：身体障害者手帳保持者
相談内容
補装具の交付・修理、リハビリに関すること
相談（診療）科目
肢体不自由（整形外科）
聴覚音声言語障害（耳鼻咽喉科）

「法律扶助の日記念」
無料法律相談

法律扶助協会の創立記念日である１月
24日の記念行事として、つぎのとおり無
料法律相談を開催しますので、電話でご
予約のうえ、ぜひご利用ください。
日　時
１月24日豺～28日貊13：00～16：00
場　所
協力いただく弁護士・司法書士事務所
予約受付先
譛法律扶助協会香川県支部

（蕁087－811－4507）
※予約は１月21日貊までとなります。

相続登記無料相談
相続登記はお済みですか？
相続登記は、長年放置していると手続
きが煩雑になります。早めに手続きされ
ることをおすすめします。香川県司法書
士会小豆支部では、次の日程で無料相談
を開催しますので、ぜひご利用ください。
日　時：2月5日貍10：00～15：00
場　所：池田町農村環境改善センター

総合労働相談
職場のトラブル解決を

お手伝いします！
香川労働局では、労働に関する紛争問
題でお困りの労働者や事業主の方を対象
に、県内4ヶ所に「総合労働相談コーナ
ー」を設けて労働に関する相談に応じて
います。
簡単で迅速な紛争解決制度として「労
働局長の助言・指導制度」や「紛争調整
委員会によるあっせん制度」があります。
相談は無料で秘密は厳守されますので、
お気軽にご相談ください。
問い合わせ先
香川労働局総合労働相談コーナー

（蕁087－831－7261）

中国電力からのお知らせ

タコあげは、近くに電線の通っていな
い広い場所でしましょう。タコが電線に
かかったら、絶対に自分で取ろうとしな
いで、すぐに中国電力㈱小豆島営業所
（薔0120－414－073）へお知らせくだ
さい。

■■交交通通事事故故相相談談……毎毎週週水水曜曜日日　　内内海海町町福福祉祉会会館館　　1100：：0000～～1155：：0000

2005年農林業センサスに
ご 協 力 を！

平成17年2月1日現在で、全国一斉に
軼農林業の国勢調査軻といわれる
「2005年農林業センサス」が実施されま
す。
この調査は、今後の農林業の政策に役
立てるために5年ごとに実施される極め
て大切な調査です。調査の結果は、今後
の農林業施策の企画、立案および計画等
の基礎資料として利用されます。
1月中旬から農林業を営んでいる皆様
の所に調査員が伺い、調査票に農林業の
経営状況などを記入していただきますの
で、ご協力をお願いします。

農林水産省・香川県・内海町

台風等の被害に
遭われた皆様へ

台風等の災害で住宅･家財道具等に被害
を受けられた方には、所得税の軽減措置
が適用される場合があります。
土庄税務署では、台風等の被害により
所得税の軽減措置などを受けられる方を
対象に、次のとおり確定申告説明会を開
催しますので、ぜひご利用ください。
なお、準備する書類などについては、
土庄税務署（蕁62－1302）までお問い
合わせください。

＜雑損控除等確定申告説明会日程＞ 

2月2日貉・3日貅 
　9：30～12：00 
13：00～16：00

2月4日貊 
　9：30～12：00 
13：00～16：00

土庄町総合会館 

内海町福祉会館 

日　　　時 場　　所 

14

・男児子ども服（90ｃｍ～110cm） 
・男児くつ（13ｃｍ～15cm） 
・ビデオデッキ 
・双子乗りベビーカー 
・ファンヒーターガード 

冷蔵庫・ファンヒーターガード・双子
乗りベビーカーはリサイクルできまし
た。ご協力ありがとうございました。 

リサイクル用品の情報をお待ちしています。環境衛生課内（蕁82－7008）  
 

今月はありません 

（11・12月受付分） 

【譲ります】 

無償 
無償 
無償 
無償 
無償 
 
 

【求めます】 

講　　演 

講　　演 

お 買 い 物 は 地 元 商 店 を 使 い ま し ょ う 。



平成17年度
かがわ長寿大学受講生募集
開講期間
平成17年4月～19年3月（2年制）
年間26日間・１時限90分・１日2時限
場　　所
香川県社会福祉総合センター7階
受講資格
漓香川県在住で、平成17年4月1日現
在満60歳以上の方
滷過去にかがわ長寿大学を受講したこと
のない方（かがわ長寿大学地域セミナ
ーのみを受講している方および過去に
地域セミナーのみ受講したことのある
方については、受講資格があります）
募集人員
170名（申込多数の場合、抽選により決
定）
受 講 料：年間12,000円（教材費など）
申込期日
2月1日貂～28日豺※当日消印有効
申込方法
往復はがきに住所・氏名（ふりがな）・年齢
生年月日・性別・電話番号および「かが
わ長寿大学受講希望」と記入し、下記ま
でお申し込みください。
〒760－0017
高松市番町１丁目10－35
(財)かがわ健康福祉機構

（蕁087－863－0222）

第16回小豆ロードレース大会兼
第21回源平駅伝競走大会最終選考会

日　　時：１月16日豸 10：00
場　　所：内海町粟地ダム周回コース
種　　目
中学１年3㎞、中学2・3年3㎞
（男女共通）
高校、一般は男子5㎞、女子3袰
参加資格
小豆陸協の登録に関係なく、自己の健康
に責任の持てる方（ただし、源平駅伝出
場の際は登録が必要）※当日申込可
申 込 料：１種目200円
申込・問い合わせ先
小豆島高校　木村英司（蕁82－2131）

15 ■今月の納税　町県民税第4期分　納期限は1月31日（月）です。

食料品消費モニター募集

中四国農政局では、食生活に関するこ
と、食料品の規格、表示および価格の動
向等に関して、広く消費者の皆様からご
意見・ご要望・情報をお寄せいただき、
その結果を農林水産省の消費者行政その
他の施策に反映させるため、次のとおり
食料品消費モニターを募集します。
仕事の内容
①農林水産省が行う年間4回程度のアン
ケート調査への回答
②中四国農政局が行う研修会・懇談会等
への出席
③食生活、食料品の規格、表示および価
格についての意見、要望等の提出（随
時報告）※工場、施設等の見学も予定
募集人数：20名
応募資格
食生活に関することや食料品の規格、表
示および価格に関心のある一般消費者
（20歳以上）で、農政局主催の研修会
（年1回高松市で実施）に出席できる方
（平成17年度中に他の官公庁のモニター
をされる予定の方は除きます）
任　　期
依頼の日から平成18年3月31日まで
謝　　金：年間10,000円程度
応募期限：2月18日貊※当日消印有効
応募方法および申込先
はがきに住所・氏名・年齢・職業・電話
番号・家族構成・モニター経験の有無・
簡単な動機を記入の上、下記までお申し
込みください。
〒760－0018 高松市天神前3－5
香川農政事務所消費生活課

（蕁087－831－8155）

町営住宅入居者募集

町営住宅に空室ができましたので、次
のとおり入居者を募集します。
募集団地：岩谷団地
募集戸数：1戸
申込期間：1月6日貅～20日貅
家　　賃
入居世帯の月収（所得）により決定。
入居資格
①町内に住所または勤務先がある方で住
宅に困窮していること

②同居親族または同居しようとする親族
があること（50歳以上の方や1級か
ら4級の障害のある方などは、単身で
も入居できます）

③申込者と同居親族全員の所得を合算し、
諸控除額を差し引いた月収額が所定の
基準に該当していること

④地方税を滞納していないこと
※入居者の決定は公開抽選により行いま
す。

問い合わせ先：建設農林水産課
（蕁82－7009）

住まいづくり講座

日　　時：2月8日貂 13：30～15：30
場　　所：香川県社会福祉総合センター
講演テーマ
①リフォームの基礎知識
②使ってみませんか？住宅性能表示制度
③住宅金融公庫の融資制度など
募集人数：70名（先着順）
参 加 料：無料
申 込 先
香川県住宅課（蕁087－832－3584）

香川県文化財保護協会
小豆支部による講演会

日　　時：2月5日貍 13：30～
場　　所：土庄町中央図書館
演　　題：讃岐の仏とその心
講　　師
上原正明先生
（香川県文化財保護協会会長代行）
問い合わせ先
香川県文化財保護協会小豆支部

中村利夫（蕁65－2505）

1月　JANUARY

講　　演 

講　　演 
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▽
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
▽
昨
年
の
世
相
を

表
す
漢
字
は
「
災
」
。
台
風
、
地

震
な
ど
で
、
全
国
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
今

年
は
「
福
」
に
転
じ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。
▽
本
年
も

「
広
報
う
ち
の
み
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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交通事故・火災・救急件数 
（町内11月分） 

区 分  件 数  昨年同期 １月からの 
累計 

交通事故 

負 傷 者  

死 亡 者  

火 災  

救 急  

3 

3 

0 

1 

32

54 

61 

0 

7 

431

76 

93 

0 

6 

445
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藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙（
40
％
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
国
松
ツ
ヤ
さ
ん
に
執

筆
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

す
ぐ
下
の
妹
か
ら
突
然
の
電

話
が
あ
り
、「
こ
う
い
う
事
で
」

と
依
頼
さ
れ
、
断
わ
る
間
も
な

く
「
へ
ぇ
、
内
海
町
役
場
の
職

員
の
方
が
こ
の
よ
う
な
企
画

を
」
と
、
敬
意
を
込
め
て
一
言

し
た
た
め
ま
し
た
。

小
豆
島
を
離
れ
て
は
や
44

年
、
縁
が
あ
っ
て
北
海
道
上
富

良
野
町
の
人
と
結
婚
し
、
二
人

の
女
の
子
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

主
人
は
役
場
を
定
年
、
私
は
職

場
を
定
年
後
、
町
議
会
議
員
に

立
候
補
、
現
在
２
期
目
を
務
め

て
い
ま
す
。
国
の
三
位
一
体
改

革
の
も
と
、
地
方
財
政
厳
し
き

折
、
農
業
、
商
工
観
光
、
自
衛
隊

を
３
本
柱
と
し
た
人
口
１
万
２

千
人
余
り
の
大
雪
国
立
公
園
雄

峰
十
勝
岳
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
で
有

名
な
富
良
野
市
の
隣
町
で
す
。

３
本
柱
の
一
つ
で
あ
る
自
衛

隊
は
、
200
人
を
削
減
す
る
問
題

が
持
ち
上
が
っ
て
お
り
、
今
大

変
な
と
こ
ろ
で
す
。
本
州
と
違

っ
て
、
合
併
問
題
は
進
ん
で
い

ま
せ
ん
が
、
内
海
町
は
い
か
が

で
す
か
。

３
年
前
、
45
年
ぶ
り
に
小
豆

島
高
校
31
年
卒
業
生
の
同
窓
会

に
出
席
し
、
103
名
の
皆
さ
ん
の

温
か
い
眼
差
し
、
歓
待
に
大
変

感
激
し
ま
し
た
。
私
た
ち
姉
妹

３
人
を
土
庄
の
国
際
ホ
テ
ル
に

呼
び
寄
せ
て
、
夜
通
し
話
し
合

い
ま
し
た
。
潮
の
香
り
、
オ
リ

ー
ブ
、
活
き
の
良
い
魚
、
寒
霞

渓
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
観
光
客
を

乗
せ
る
馬
や
孔
雀
園
な
ど
の
島

巡
り
を
し
な
が
ら
昔
を
確
か

め
、
小
豆
島
の
イ
ト
コ
会
を
し

ま
し
た
。

機
会
を
と
ら
え
て
は
、
先
祖

の
お
墓
参
り
に
小
豆
島
に
足
を

伸
ば
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３

年
前
、
一
昨
年
と
同
級
生
が
観

光
客
と
し
て
訪
れ
て
く
だ
さ

り
、
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き

大
変
懐
か
し
く
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
ぜ
ひ
皆
様
も
お
越
し
く
だ

さ
い
。

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
私
は

皆
さ
ん
か
ら
「
道
産
子
じ
ゃ
な

い
ね
、
南
の
国
の
小
豆
島
だ
っ

た
か
い
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま

す
。
ま
た
、
「
こ
の
間
、
観
光

で
小
豆
島
に
行
っ
て
来
た
よ
。

い
い
所
だ
ね
」
と
し
ば
し
ば
報

告
を
受
け
ま
す
。
私
も
「
そ
う

で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
こ
ん
な
に

大
き
く
育
っ
た
ん
で
す
」
と
少

し
誇
ら
し
げ
に
、
受
け
流
し
て

い
ま
す
。
や
は
り
、
私
の
原
点

は
小
豆
島
で
し
た
。

輊
ふ
る
里
は
遠
く
に
あ
り
て

想
う
も
の
軫

お
達
者
な
ん
な 

（222） 

私
の
原
点
は
小
豆
島 

（
草
壁
本
町
出
身
・
66
歳
） 

　

 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

村

上

和

子

 お
達
者
な
ん
な 

（175） 

同僚議員の皆さんと 同僚議員の皆さんと 

【12月1日現在（　）は前月比】 

まちの人口／12,054（-4） 男 5,687（＋1） 女 6,367（-5） 世帯数4,866（＋7）  


